
令和５年版火災の実態 

 

19 飲食店 

【関連章第７章２】 

 

事例１ 「飲食店でカセットボンベの処分中に出火した火災」 

 

出火時分  10 月 13 時ごろ 

用 途 等  複合用途（飲食店・事務所） 耐火造 10/2 延 5,000 ㎡ 

防火管理  該当選任あり 消防計画あり 

被害状況  建物ぼや１棟 ごみくず若干等焼損 傷者３人 

概  要 

この火災は、複合用途建物１階飲食店の厨房内から出火したものです。 

出火原因は、店員がカセットボンベを廃棄するため、アイスピックでカセットボンベに穴を

開けてガス抜きしていたところ、近くで使用していた大型ガスこんろの火にガスが引火し、出

火したものです。 

店員は、同僚が近くでカセットボンベの穴開け作業中に厨房内で炎が広がっているのを発見

したため、アルミ製のボウルに水を汲み、初期消火を実施しました。 

火災を発見した店員が初期消火後、自身の携帯電話から119番通報しました。 

教 訓 等 

この火災は、厨房内でカセットボンベの穴開け作業を行ったことで、噴出した可燃性ガスが

滞留し、近くにあった大型ガスこんろの火に引火して出火しました。 

スプレー缶を廃棄する際は、火気のない通気性の良い屋外で残存ガスがなくなるまで噴射

し、各区市町村が指定するごみの分別方法を確認して廃棄しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 19-2 カセットボンベの穴開け状況 

 

写真 19-1 店内の状況 


